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と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
小
浜
病
院

へ
行
け
ば
ほ
と
ん
ど
の
治
療
が
受

け
ら
れ
る
と
い
う
安
心
感
、
信
頼

感
を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
小
浜
病
院
を
若
狭

地
域
の
中
心
的
医
療
施
設
と
し
て

位
置
付
け
、
地
域
内
で
の
医
療
供

給
体
制
を
完
結
さ
せ
る
と
い
う
観

点
に
立
ち
、
初
期
医
療
か
ら
高
度

医
療
ま
で
を
総
合
的
に
提
供
で
き

る
医
療
機
関
と
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
今
後
、
県
の
支
援
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
施
設
整
備
等
の
検
討

を
進
め
て
い
く
。

〔ｕ
却蛇萌化している劫設に

②
地
域
福
祉
パ
ス
の
運
行
と
協
議

会
の
提
言
に
つ
い
て

Ａ
Ａ

的
鞠
悶
靖
湘
魏
輸
現
碑
味
静

護
老
人
ホ
ー
ム

「
観
海
寮
」
は
、

昭
和
二
十
五
年
に
建
設
さ
れ
、
以

来
五
十
年
に
わ
た
っ
て
入
所
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
が
、
施
設

の
老
朽
化
が
激
し
く
、
浴
室
や
暖

房
な
ど
の
修
繕
を
は
じ
め
、
高
齢

者
福
祉
施
設
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

建
物
へ
の
建
て
替
え
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。
建
て
替
え
に
つ
い
て

は
緊
急
の
課
題
と
し
て
、
民
間
委

託
も
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
地
域
福
祉
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

小
浜
市
公
共
交
通
対
策
協
議
会
の

提
言
を
踏
ま
え
、
平
成
十
四
年
度

以
降
、
土

，
日

・
国
民
の
祝
日
を

除
く
平
日
の
朝
夕
の
通
学

・
通
勤

時
間
帯
以
外
の
昼
間
に

一
定
の
運

賃
を
い
た
だ
く
中
で
、
高
齢
者
や

身
体
の
不
自
由
な
人
た
ち
だ
け
で

な
く
、
広
く
市
民
が
利
用
で
き
る

よ
う
な
運
行
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

運
行
路
線
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

足
の
確
保
と
い
っ
た
観
点
か
ら
決

定
し
て
い
く
。

し
て
い
る
。
国
民
健
康
保
険
法
の

改
正
に
よ
り
、
納
期
限
か
ら

一
年

以
内
に
納
税
し
な
い
被
保
険
者
に

つ
い
て
は
、
特
別
の
場
合
を
除
い

て
市
町
村
は
保
険
証
の
返
還
を
求

め
、
資
格
証
明
書
を
交
付
す
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、　
一
概
に
滞
納
者

に
保
険
証
返
還
を
求
め
る
こ
と
は

避
け
、
個
々
の
事
情
等
を
考
慮
し

つ
つ
、
保
険
税
の
納
付
指
導
に
努

め
て
い
く
。

③
低
所
得
者
対
策
に
つ
い
て
は
、

法
施
行
時
に
お
け
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
特
別
対
策
や
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
な
ど
を
通

じ
て
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
介
護
保
険
料
の
決
定
に
際
し

て
は
、
所
得
や
課
税
状
況
に
応
じ

た
五
段
階
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、

低
所
得
者
に
配
慮
し
て
い
る
。
減

免
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
内
各
市

町
村
お
よ
び
若
狭
四
町
村
と
も
協

議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
門
革
如
醐
尭
卿
一
の
訪
間
指
導
回

②
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
へ
の

出
産
育
児

一
時
金
の
状
況
に
つ
い

て

①
若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
本
市
が
分
担
し
て
訪
間
を

行

っ
て
お
り
、
退
院
後
の
育
児
不

安
を
解
消
で
き
る
と
喜
ば
れ
て
い

る
。
現
在
は
、　
一
回
月
の
訪
間
で

母
親
の
育
児
不
安
が
大
き
い
場
合

や
、
訪
問
担
当
者
が
再
度
訪
間
す

る
必
要
が
あ
る
と
し
た
場
合
に
継

続
し
て
訪
問
し
て
い
る
。
今
後
、

更
に
若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
を
密
に
し
て
、
訪
問
希
望

に
沿
う
よ
う
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。

②
出
産

一
時
金
三
十
万
円
の
支
給

に
つ
い
て
は
、
近
年
、
増
加
傾
向

が
み
ら
れ
、
平
成
十

一
年
度
は
五

十
件
、
十
二
年
度
は
五
十
五
件
、

十
二
年
度
は
五
月
末
で
十

一
作
の

給
付
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
出

産

一
時
金
の
早
期
給
付
の
実
績
は
、

十
二
年
度
で
二
件
で
あ
っ
た
。

（ｕ
和雄的難悌伊鋲伸雌め跡

興
対
策
に
つ
い
て

②
水
産
業
に
お
け
る
産
学
官
の
連

携
の
状
況
と
行
政
の
役
割
に
つ
い

て③
若
狭
地
域
産
学
目
水
産
連
絡
会

議
の
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

①
御
全
国
と
し
て
宮
廷
へ
新

鮮
な
魚
介
類
を
食
材
と
し
て

Ａ
Ａ

灼
悌
姉
聴
郵
付
諏
諏
姉
獅
封

け
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約
七
百
人

が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
。

昨
年
十

一
月
に
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
を
対
象
と
し
た

「介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
実
態
調
査
」
を
実

施
し
、
利
用
者
の
意
見
を
聞
い
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
と
も
制
度

の
周
知
徹
底
に
努
め
て
い
く
。

②
国
保
税
の
滞
納
整
理
に
つ
い
て

は
、
個
別
徴
収

・
納
税
相
談

・
収

納
対
策
事
業
な
ど
を
通
じ
て
努
力

公立小浜病院

観海寮
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供
給
し
た
と
い
う
、
歴
史
に
裏
打

ち
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ

。
優
位
性
を

活
か
し
、
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
に
よ
り
、
漁
業
の
振
興
と

観
光
客
の
増
大
が
図
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
更
に
は
植
林
や
環

境
保
全
に
よ
り
、
森

・
川

・
海
を

守
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

②
水
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め

県
立
大
学
や
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

等
、
恵
ま
れ
た
学
術
的
環
境
を
活

か
し
、
産
学
官
が
積
極
的
に
協
同

し
て
取
り
組
め
る
よ
う
な
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。
更
に
は
、

県
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
県
立
大
学
の
研
究
棟
お
よ
び
飼

育
実
験
棟
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
産
学
官
の
連
携
が

よ
り
深
ま
っ
て
い
く
も
の
と
思

っ

て
い
る
。
行
政
と
し
て
も
産
業
界

と
研
究
機
関
の
連
携
に
よ
り
、
新

た
な
水
産
加
工
品
の
開
発
が
な
さ

れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

③
本
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
は
、

（ア
）若
狭
プ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
鮮
度

保
持
の
あ
り
方
（イ
）魚
の
残
し
の
処

理
、
有
効
利
用
な
ど
加
工
に
関
す

る
こ
と
（ウ
）海
を
美
し
く
保
全
す
る

た
め
の
環
境
問
題
等
を
テ
ー
マ
に

議
論
や
研
究
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ
動
的矯
難
提
鞘

の
創
設
に
つ
い
て

Ａ
Ａ

操
韓
庫
球
抑
焼
雑
巾
厳
い
は

域
に
お
け
る
優
れ
た
指
導
者
の
育

成
と
発
掘
で
あ
る
。
「何
で
も
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
制
度
」
に
つ
い
て
は
、

人
材
掘
り
起
こ
し
の
有
効
な
ひ
と

つ
の
手
段
で
あ
り
、
今
後
、
教

育

・
産
業

・
福
祉
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
そ
の
機
能
が
発
揮
で
き

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
行

っ
て

い
き
た
い
。

①
新
世
紀
い
き
い
き
ま
ち

・

む
ら
づ
く
り
支
援
事
業
に
つ

②
食
の
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
に

つ
い
て

③
食
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い

てＡ
Ａ

的
判
毎
犠
帥
力ヽ 総
端
卦
堪
中
い

わ
た
り
、
手
作
り
の
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
と
振
興
計
画
を
策
定
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
あ
る
。
地
区
民
が
地

区
の
歴
史

じ
文
化
を
知
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
手
法
で
振
興
計
画
を
取
り

ま
と
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
自
主
的

・
積
極
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
契
機
に
な
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。

②
現
段
階
に
お
け
る
拠
点
施
設
整

備
の
考
え
方
と
し
て
は
、
平
成
十

五
年
が
若
狭
博
と
の
関
連
で
ひ
と

つ
の
時
期
と
考
え
て
い
る
。
市
民

の
食

へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
、

健
康
づ
く
り
、
農
林
漁
業
や
観
光

産
業
の
振
興
、
食
と
関
わ
る
教
育

な
ど
、
財
源
も
含
め
て
そ
の
内
容

が
あ
る
程
度
煮
詰
ま
っ
て
か
ら
議

会
に
も
お
諮
り
し
て
い
き
た
い
。

③
食
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
指
針
と
し
て
政
策
宣
言
的

な
基
本
条
例
を
制
定
し
た
い
。
食

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
起
草
委
員
会

を
発
足
さ
せ
、
観
光
や
農
林
水
産

業
を
は
じ
め
、
福
祉

・
環
境

，
教

育
な
ど
総
合
的
な
観
点
か
ら
調
査

検
討
を
進
め
て
い
る
。
食
材
へ
の

こ
だ
わ
り
、
地
産
地
消
、
環
境
な

ど
広
い
範
囲
に
わ
た
る
内
容
に
な

玄０
。（門キ朝状と今後の整備につい

Ａ
Ａ

駆
動
確
増
琳
蝉
曙
嘲
器
繭
韓

三
方
町
を
結
ぶ
林
道
で
あ
り
、
広

域
的
な
森
林

・
林
業
の
管
理
、
地

域
沿
線
に
お
け
る
林
業
生
産
活
動

の
活
性
化
等
、
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
ま
た
、
県
営
事
業
に

よ
り
平
成
十
年
度
か
ら
生
活
環
境

保
全
林
の
整
備
を
し
て
い
た
だ
き
、

多
目
的
な
施
設
の
完
成
に
よ
り
若

狭
湾
を

一
望
で
き
る
観
光
地
と
し

て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
エ
ン
ゼ
ル
ラ
イ
ン
か
ら
阿

納
尻
地
係
の
林
道
起
点
ま
で
を
県

道
泊
小
浜
停
車
場
線
を
供
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ

ン
と
つ
な
が
る
見
晴
ら
し
の
よ
い

観
光
路
線
と
な
り
、
広
く
市
民
お

よ
び
県
内
外
か
ら
の
利
用
者
が
増

大
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

〔】
ネ姉∞入札制度の改善に

Ａ

曜

粥

譲

鵬

講

昨

を
超
え
る
大
型
公
共
事
業
の
入
札

は
、
透
明
性
の
向
上
と
入
札
の
健

全
な
環
境
整
備
を
目
的
と
し
て

一

般
市
民
に
入
札
会
場
を
公
開
す
る
。

（イ
）予
定
価
格
百
三
十
万
円
を
超
え

る
工
事
の
入
札
に
つ
い
て
は
、
低

入
札
価
格
調
査
制
度
を
導
入
し
、

低
価
な
入
札
額
で
あ
っ
て
も
履
行

能
力
さ
え
あ
れ
ば
契
約
で
き
る
と

い
う
制
度
を
取
り
入
れ
た
。
そ
の

他
、
年
間
の
公
共
工
事
の
発
注
見

通
し
の
公
表
、
契
約
を
締
結
し
た

内
容
の
公
表
を
行
う
な
ど
、
種
々

の
改
善
を
行
っ
た
。
ま
た
、
市
の

活
性
化
と
雇
用
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
で
き
る
限
り
市
内
の
企
業
に

競
争
入
札
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
公
共

工
事
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
の
確

保
と
地
元
建
設
業
の
健
全
な
発
展

を
図
る
た
め
、
入
札

・
契
約
制
度

の
適
正
な
運
用
に
努
め
て
い
く
。

ぞQ



本
定
例
会
に
お
い
て
、
意
見
書

二
件
を
可
決
し
、
国
会
お
よ
び
関

係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。
そ

の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
道
踏
特
定
財
源
制
度
の
確
保
に

関
す
る
意
見
書

本
市
に
お
い
て
は
、
第
四
次
総

合
計
画
を
策
定
し
、
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
は
近
畿

自
動
車
道
致
賀
線
、
国
道
二
十
七

号
を
は
じ
め
、
市
内
を
縦
買
す
る

国
県
道
お
よ
び
市
道
に
至
る
ま
で

の
道
路
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。

政
府
に
お
か
れ
て
は
、
道
路
整
備

の
重
要
性
を
深
く
認
識
さ
れ
、
特

段
の
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
次
の

事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
。

一
、
受
益
者
負
担
の
原
則
に
よ
り
、

一
般
財
源
な
ど
に
転
用
す
る
こ

と
な
く
道
路
整
備
に
充
当
す
る

こ
と
。

二
、
新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の

完
全
達
成
に
向
け
、　
一
般
財
源

を
大
幅
に
投
入
し
、
道
路
整
備

を
拡
大
す
る
こ
と
。

三
、
道
路
利
用
者
の
意
見
を
反
映
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し
た
整
備
を

一
層
推
進
す
る
こ

と
。

四
、
市
町
村
道
の
整
備
促
進
を
図

る
た
め
、
地
方
の
道
路
財
源
を

充
実
強
化
す
る
こ
と
。

●
食
料

・
農
業

・
農
村
政
策
に
関

す
る
意
見
書

本
地
域
農
業
の
基
幹
で
あ
る
米

を
は
じ
め
、
震
産
物
全
体
の
価
格

の
急
激
な
下
落
が
営
震
を
さ
ら
に

厳
し
く
し
、
生
産
意
欲
を
も
減
退

さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
農

業
者
が
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
農

業
に
勤
し
め
る
農
業
政
策
が
展
開

さ
れ
る
よ
う
次
の
事
項
に
つ
い
て

強
く
要
望
す
る
。

一
、
食
料

・
農
業

・
農
村
政
策
に

つ
い
て

（ア
）
本
政
策
の
具
体
的
な
取
り
組

み
に
対
す
る
予
算
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

（イ
）
農
家
の
経
営
安
定
を
は
か
る

所
得
確
保
対
策
を
講
じ
る
こ

と
。

（ウ
）
本
県
の
農
業
経
営
実
態
で
あ

る
水
稲
兼
業
農
家
や
集
落
営

農
対
策
を
明
確
に
す
る
こ

と
。

（工
）
米
の
需
要
拡
大
を
は
か
る
抜

本
的
な
方
策
を
講
じ
る
こ

と
。

（オ
）
地
元
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物

は
地
元
で
消
費
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
た

「地
産
地
消
」

運
動
に
対
す
る
支
援
措
置
を

講
じ
る
こ
と
。

二
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
震
業
交
渉
に
つ
い
て

（ア
）
本
交
渉
に
あ
た
っ
て
は
、
国

内
生
産
体
制
を
基
本
と
す
る

食
料
主
権
を
明
確
に
し
た
新

し
い
農
産
物
貿
易
ル
ー
ル
の

確
立
を
目
指
す
こ
と
。

（イ
）
米
の
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
数

量
に
つ
い
て
は
、
米
の
輸
入

撤
廃
を
強
く
求
め
る
こ
と
。

（ウ
）
輸
入
急
増
等
の
事
態
に
機
動

的
、
効
果
的
に
発
動
で
き
る

新
た
な
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
創

設
す
る
こ
と
。

■
小
涙
・
上
中
・
ウ
津
・

朽
木
総
含
振
興
協
議
会
が

「
リ
ツ
ー
ト
ラ
イ
ン
鉄
道

の
早
期
実
現
」
に
つ
い
て

陳
情湖西
・
若
狭
地
域
の
振
興
と
発

展
を
図

っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
昨
年
二
月
に
発
足
し
た
小

浜

・
上
中

。
今
津

・
朽
木
の
四
市

町
村
の
議
員
で
構
成
す
る
総
合
振

興
協
議
会
が
、
去
る
七
月
六
日
に

「琵
琶
湖

・
若
狭
湾
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ

ン
鉄
道
の
早
期
実
現
」
に
つ
い
て
、

滋
賀
県
の
県
議
会
議
長
を
は
じ
め
、

土
木
交
通
部
長
、
湖
西
地
域
振
興

局
長
等
へ
陳
惜
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
滋
賀
県
に
は
長
浜

・
永
原
間

直
流
化
に
よ
る
琵
琶
湖
環
状
線
等
、

独
自
の
鉄
道
振
興
計
画
が
あ
り
、

本
線
を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
は
難
し
い

状
況
で
し
た
が
、
こ
の
新
線
建
設

の
必
要
性
と
四
市
町
村
の
熱
意
を

伝
え
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
も
、
早
期
建
設
ヘ

向
け
て
粘
り
強
い
活
動
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

■
Ｉ
Ｔ
化
対
応
ヘ

パ
ソ
コ
ン
謡
習

市
議
会
で
は
、
九
月
か
ら
の
庁

内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
と
全
議
員
が
パ
ソ
コ
ン
を

所
持
し
、
今
回
パ
ソ
コ
ン
の
講
習

会
を
行
い
ま
し
た
。
初
級
コ
ー
ス

と
中
級
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
十
人

名
が
参
加
。
初
級
コ
ー
ス
で
は
マ

ウ
ス
の
扱
い
方

・
ク
リ
ッ
ク
の
仕

方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索
、

電
子
メ
ー
ル
の
方
法
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。
中
級
コ
ー
ス
で
は
表
計

算
の
方
法
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
画

像
の
取
り
組
み
方
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
ど
の
議
員
も
悪
戦
苦
闘
の

連
続
で
し
た
が
、
と
り
あ
え
ず
パ

ソ
コ
ン
ア
レ
ル
ギ
ー
は
解
消
さ
れ

た
よ
う
で
す
。

滋賀県議会議長に陳情



【:3】一 市議会だより

中 山 杓 石

野 崎 子 野

福
井
県
市
議
会
議
長
会
よ
り
前

正
副
議
長
の
在
職
功
労
に
対
し
て

感
謝
状
が
、
ま
た
全
国
市
議
会
議

長
会
、
北
信
越
市
議
会
議
長
会
お

よ
び
福
井
県
市
議
会
議
長
会
よ
り
、

永
年
在
職
議
員
に
対
し
て
表
彰
状

が
援
与
さ
れ
た
の
で
、
六
月
定
例

会
の
開
会
に
先
立
ち
、
そ
の
伝
達

を
行
い
ま
し
た
。

◆
感
謝
状

【議
長
在
職
功
労
】

福
井
県
市
議
会
議
長
会

山

暗

勝

義

賛

【副
議
長
在
職
功
労
】

福
井
県
市
議
会
議
長
会

山

田

貞

夫

雪

◆
表
彰
状

【在
職
十
年
表
彰
】

全
国
市
議
会
議
長
会

北
信
越
市
議
会
議
長
会

福
井
県
市
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会
議
長
会保
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委
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長
　
石
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一
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村
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委

員

長

小

堂

清

之

副
委
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長
　
中
　
野
　
健

一
郎

委
　
　
由員
　
池
　
田
　
英
　
之

″

　

重

回

辰

男

″

　

水

尾

源

二

″
　

　

山
　
口
　
貞

夫

″

　

石

橋

和

彦

″

　

木

橋

正

昭

委 副 委
″″″″″ 暑雪員

員 長 長

山 岡 深 杓 山 岡 西 浜

暗  谷 子 本 尾 本 岸

勝 明 嘉  益 正 正 利

義 男 勝 明 弘 雄 俊 一

|
委

員

長

清

水

正

信

副
委
員
長
　
苦
加　
木
　
　
　
弘

委
　
　
申貝
　
池
　
田
　
英
　
之

″

　

西

本

正

俊
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小

堂

清

之
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山

本

益

弘

″
　
　

杓
　
子

　

　

明

″

　

浜

岸

利

一

木 松 中 山 石 小 荒 池

橋 尾 野 崎 野 堂 木 田

正  健 勝  清  英

昭 剛 郎 義 保 之 弘 之


